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 2019年度文部科学省委託事業「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 
 先端技術調査報告書 

 
 

調査概要 
 

目的 

今後 実用化される AI システムに必要となる技術を明らかににし、 教育プログラムに 
反映する。 変化の激しい技術領域であるため、情報を常に収集する必要がある。 
 
調査項目 

AI システム開発の現状と展望、および必要技術と人材像等 
 
調査対象 

AI 業界は急激な日進月歩を遂げている。AI の活用は今後ますます多方面にわたり、かつ

さまざまな活用法が考えられることから、立ち位置や視点の異なる以下の有識者の見識、

見解をヒアリングした。 
 
・AI 活用について高い見識をもつデータサイエンス学部の大学准教授 
・AI を活用し知名度の高いニュースサイトを運営する企業のフェロー 
・グローバルな見識をもち企業に AI を活用したソリューションを提供する企業の代表者 
・長年、中小企業の IT 化を支援し、日本の中小企業の現状に詳しい企業の代表者 
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中   大学データサイエンス学部 准教授  
 

 

大学 データサイエンス学部 データサイエンス学  
 

 

大学 データサイエンス学部 データサイエンス学 長。准教授。 大学グローバ

ル・ ュニ ーション・ ンター 。デ タル リ 大学大学 教授。

19 年、 まれ。200 年 月、 大学大学 システム情報 学 にて

学 の学位 。情報 にて ラスタシステムの 開発、大

データ ・ 視化 法に する 開発等に 。201 年 月より 大学グロー

バル・ ュニ ーション・ ンター 、2019 年 月より現 。 は、データ

イニング、 グデータ システム、 データ ース、 情報 、 デ ア ン

テン な 。 に ス ートデータ・イ ーション 、 シン ュラリテ

は ない ち と ちついて人 知 について考えよ 、 AI 小さな

でも今す められる 人 知 の実 ステ プ 日 がある。 
 

200 年 1 年 月 大学大学 システム情報 学 にて 学  
学位  

200 年 1 年 月 にて 学 学位  
200 年 1 年 月 情報   
201 年 2 年 月 大学  准教授・  
201 年 0 年 月 大学 准教授 
情報 学  情報 学 、日本データ ース学 、情報 学  

 
 

データ イニング、データ システム、 データ ース、 情報 、 デ ア ン

テン 。 年は、 グデータ 法を したデータ 学 の に を

つ。 
 

 

2020 年 1 月 1 日 
 
 
 

 

AI
AI とは とい について、実は AI の でさえも、AI の は ら らである。

がグーグルのサ ートを て 進する プロ ェ ト イ ーショ

ン・ニ ン によると、AI は、 人 の 考プロ スを デル化した を 技術の

としている。 でもか でもで る な AI は実現されていない。今、 や

の 識な な が実現されている。人 でも な はで るが、 れは

の と にもと いて をしている。AI はデータから する。 い データを

れるかとい ことは人 が めないとい ないが、AI は れたデータから を

し、 を学 して 度をあげている。人 と AI を ると、 な いはデータ

の である。人 と の 界があるが、AI と 1 000 でも 10 000 でも 大なデータ

から 度のよい がで る。 
 
AI の活用 は が てい て、 の実現も ー ルが 下が て る。

これまではプログラムを いて実現して たものが、これからますますプログラムを か

な てもよ な て ると される。 な中で 要なのはアイデア。 こに AI を
か、 こを業 や 化するかとい ことが 要となる。 れは大 企業 でな 、

中小企業でも ことで、 のアイデアを とい ことが 要となる。技術を に え

るよ にな て たとい 点では、中小企業にと ては大 な ンスにな て ている。

をア プさ たいとか、 のものを りたいとい いを実現するための として

の AI とな て た。これから小学 でのプログラ ングも まる。AI を る人も え、活

用する人や企業も えて る。 
 
AI  

AI 業界で活 する人材は、これからますます に必要とな て る。今まではア デ

に AI が発展してい フェー であ たが、 年の後 から 年にか て実 フェー

にな て て、 のための人が りないとい ことが にでて る。 
の中には、も されていると ている人もいるが、 はま ま これから と

考えている。 に中小企業では と 。 い 人材が必要とな ているので、たと

え 学 が、 を か る人を育てているのではあれ 、ますます AI で活 で

る。 
 
IT の 界 と、 A A のよ な技術の中 にお る 者は大学 な の つか の人

が の についた。AI の 界でも 本 であり、さらに が中 とな ているが、ま

明 なので、 でも る 界である。た リューム ーンは活用する であ 。 
しかし、活用する において、これから 発 に活用 が が てい こともあり、 の
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活用には高い技術 よりも、アイデアが され、 ールも で 用 なことから、活

用 の中 に い で やす な ている。たとえ 年収に しても、IT の下

な では 100 が い い たのが、AI の 界では、学 に な 、1 000 000
と ている人もあらわれている のある 界にな て ている。 

 
これから大 なのは、AI を かとい ことで、 イントは、 のアル リ ムは

ープンソースで提供されているので、 れらを 技術さえあれ 、 でも えるよ に

な ている。 れを こに のか、 い方のアイデアを げられる人は、1 000 2 000
げる人にな てい る。 

も つは、これから していると考える は、IT のよ に したら わりで、あ

とは運用 でな 、AI のソリューションは、サー スインしたあとも、データを学 し

て、 ラ ータ調 をしないとい ない、 い ことを ていかな れ ならない。

こに人がま ま している。 
 

I では、 までが大 な で、あとは ンテ ンス らい たが、AI は、 して

からが 要な であり、 であ たりする。 集まるデータを し活用し

てい かは、現 の スとあわ て進化してい 。 
もともとあ たデータを てい なら して わり が、多 は、システムがで

て、ま はデータを集められるよ にし、 してデータが集ま て たら AI でまわしてい

となると、スタートしたとこ からが にな てい 。今までは開発と運用が かれて

いたのが、これからは で、 いてい ことになるので、やはり人が必要となる。 
 

 

活用のアイデアが な人であるとともに、 技術を知 ていて の技術の活用法を知

ていてこ 活用で る。ち 学 では の 方が えることがで るのではと

。アル リ ムな の技術を 知 ている人も必要であるが、今は、 とか

T な える ールが ているので、 を かすとい ことが 要とな て

る。 れらの ールを て て、 に るデータをこ や て たらこ なことがで

るとい よ な、 にやら て ることが大 である。 
 

大学のデータサイエンス学部でも、 のよ な り をしている。 が教えるの

ではな 、 に とした と える で、あとはグループ ー で、学 が、

データを 集めて て、 したら がでるのかを考え、 後にプ ンして

するとい 学 を している。今までは教えたテ ロ ーやテ ニ を に

も てい とい であ たが、これからは、 で考えるとい 教育 が、これからの

AI 代には 要とな て ると考えている。 

学 の方が の知識やス ルを えないとい な 、 でないと で 用しない。 
学 の授業 でな 、 でも ールを たりデータを集めたりすることのい い

で る 代なので、 ても めても をも て り よ な学 が企業に められて

いる。学 の の え方 で、 が いもよらないことを学 たちがやるよ なに

なる、 な教育をや ていかないと、 で 用しない。 
 
発 を えることが大 で、ス ルを ことも 要 が、ス ルを 活用してい こと

が大 で、 のためには の発 と びつ ることを活かしてい ことが められる。

のあたりが、 界 に AI が ームにな ているが、日本が れにのれるか かの に

な ている。発 は日本人も とするとこ であると が、アイデアを実現したり、

スにつなげてい とこ が下 なよ に 。エン ニアと スの現 が にな

ているが かもしれない。 の高さはよいが、 が見える人が められている。 
 
AI  

も つ 要なこととして、 のス ルで AI のシステムでソリューション て、 れ

を スにも てい と 、 しい ル ーを てい らいの 概で立ち げて

いかないと進まない。AI は、今までの常識とは ル ーでソリューションを て

い ものなので、 ま ュニ ーションしながら進めてい も必要である。 
 
実 されない もた さ あり、 で わることも多 ある。しかし れが の と

なることもあり、 が 実な かり めていたのでは発 が がらない。 から

しい発 が か こともある。トライ エラーを り しながらや てい ことが大 な

ので、 れを める も大 である。ア イルのよ な開発 法は AI 代に てい

るよ に 。 しならや てい ことが大 である。 のためにや ているのか、 に

か てや ているのかの 識があれ 、 につなが たり、つなげたりすることが

で 、や ていることにす て を た られる。 
 
AI 対  

AI ールを活用し いこなす に しても で、 に して れらの ールを かと

い が明 にな ていないとい ない。い ら らしい が用 されていても、解

す イシュー が明 にな ていないと はな 、 れは人 が して

考えないとい ないことであり、 の発 し こ でもある。AI を に して 用するの

かを めるかによ て、AI の さを活か るか かが まるとも える。AI を 用

なイシューを 、 ためのプロ スは大まかに 表 化、要 化、データ化、

化 の ステ プに ることがで る。 の表 化のステ プで、 点 と われる

ことに して、で る り 知から 知に変えることでイシューの で る。 
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点はさまざまで、日常の業 の中で、 であ たり、ム と えたり、 し え

ることであ たり、 ま で ていないと えることな を ア プして、 れらの

本 な は なのか、 れらをで る に で することも大 である。

れらがで ていてこ 、AI 技術が えるか かの もで ることになる。 して、AI
による 化によ て、大 、 、 が し なとこ に ン イン

トで AI を すれ よい。このよ なことに しても、教えたり たりする人や を

ることも大 にな て ると 。 
 

 

に しては、 を知 ていれ よいとい ものではない。 
す に て、や て て考えるとい トライ エラーがしやすい であるので

ていて、ま はアイデアを にするとい ではよい。しかし、 化する 、

リ やス ー を考える では に した方がよいとい ことになる。

はあ までも ール から、 の考え方さえ 解していれ 、 しい が て ても

がしやす なる。 
 
AI  

AI の活用は、小さな の でも にで る。今は この も人 である。

に中小企業は、人の を しながら、業 をあげていかな れ ならない状 にある。 
中小企業に して と、 ま るデータが にた さ ある。 れらは、中小企業

には になる。今、 しい AI の技術が しやす な ている。AI を するには、

知識、技術、お が大 必要なのではと われがち が、今この つの ー ルが下が

て ている。 
 
業 において、ある ュ リ が で、 ュ リを するシステムを開発し

た。長さ、 さ、 、 や つやな 、 として で るか かの に大 な

がかか ていたが、 ュ リの状 を 像データとして し、 像から 等 に り

ることにより大 化で 、本 の の であるより し のい

を ることに することが とな た。 れらのシステム開発にかか た 用はわ

か であ た。 
 
業 において、 の にお るエサの え方について、 を することで、エサの

とタイ ングを で し実 することによ て、 の大 を めていたエサ代の

ム がな なり、かつ しが ることで を すことを ことがで た。これらはあ

る高等 学 が でシステムを り げた。 本 な技術については が教え

たが、アイデアは学 が考えた。 

今やアイデアさえあれ 、 ールを いこなすことによ て、 用も と かから い

で、現 で活用 なシステムが開発で る。しかも れは小学 でもで ると われ

ている。アイデアが て る ル ーが大 である。 
 
ある の と を営 では、エン ニアではなか た人 名に して

もらい、 か月で AI システムを開発した。 する の が で ることにより、人

の 置や れが に 化し、業 に大 している。 が えるとさらに

データが集まり、 のデータを活用することによ てさらに業 が する。トライ エラ

ーがとても ま て、 していることも イントで、や て よ とい ことをい

い されていて、 のための つとして AI システムやデータを ま ていることが

の要 と 。今は でな 、 よ な をも ている中小企業 提供して

いて、月 用 以下で提供されている。 
 
AI  

た 、AI は したら必 ま い と ている人もま ま が多いが AI は では

ない。AI とい ー ソフトがあるかのよ に て して る人も多い。 の

リテラシーも必要である。 や スを するとこ に AI が活 するのであ て、

データが なか たり集まらない状 では もしよ がないので、AI に 大 の

をして、 をし かり 識することも必要である。AI 活用には、アイデア、技術と

ともに ュニ ーション が められる 
 

は 100 100 なので、 が で、 が イントかとい ことが明 でないと、AI
を 用しても ま いかない。 がし かり明 でな てな ても、 のあたりをつ

てから 用しないと がでない。 れらをすることがで る人材がいないと ま いか

ない。 
 
AI  

AI が 用で るよ な の 解がち とで ているかとい ことも大 であ て、

用がで ているとい ことは、 が されているとい こと。AI は ではないので、

こ い データがあるとい ことであ たり、 で ることが明 であ たり、 で

る を れ である、とい がで ていれ 、 が明 にな ていて 解で て

いる状 である。 れがで てないと、業 も やりとしているは なので、 い

をすることも大 である。 にと て解 す を発見し、 、AI 活用が

で る に か 解する 業を にや てい ことが必要である。 
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れらのよ なサ ートしてもらわないとで ない もま ま 多いとい では、

びる要 があり、 テンシ ルは多大である。日本は、 用を てい とい 点では、

ものす テンシ ルが高い。 な中でこ い 人材を育 してい とい ことはと

ても のあることである。人によ ては、AI は ームは たと 人もいるが、 れ

は活用が たり にな て るからとい こともあると が、長 にわた て人材が必

要とな て ることは 実で、 こはとても 要なことである。 
 

、AI 活用の つのステ プの をしたが、 に して AI ールを かとい 点に

おいて、 らめ が必要で、 の か で、AI が に すイン トを 大化

することがで 、日本の AI 技術を活 化さ られる、 界のト プからの れを で

る ンスである。いま している日本が してい 要な イントであり、ここは大

な イントであると考えている。 
 
AI  

IT の と に、い れ AI も たり にな て ると われるが、ま ま 開のこ

れから 用で る部 は多大に が ているので、 れらを実現で る人材がま ま 必

要である。AI が い ションにいるの とい 識を学 の 方が も てい

た ことは大 と 。教 のあり方も見 さな れ ならな な て る 。 
大学もま ま これからの 界で、大学でデータサイエンスを必 化すると われている

が、 のある教 がいる大学はよいが、ま に展開となるとま ま これから と わ

れる。 
 
AI は、ま 今も ア プデートされている なので、教育においてま がさ

れていない部 がある。教育 について ン ンサスがとれていないので、 リ ュラム

でも ていることも多 あるよ に 。 しい技術を り れてい ことも大 であ

るが、 技術知識や 学な も 要とな て る。 
AI もエ ン ューテ ング化が進 で ると われるので、 なると、 ラ

と リソースは考えな てもよいが、エ の 界にな て ると、 な 有

のリソースの中でさまざまな が必要とな て るであ 。 の 代になると、ま

すますエ 化は進 と われるので、 のよ な知識をも ている人も必要とな て

るであ 。 
 
あとは、 ーションも大 。 が たら わりではな 、 が い までやる

ことも大 で、た められた までにやることも大 。 のよ な も学 代に

で れ よいと 。  

 

 ス ートニュース  フェロー  
 

 

1990 年代にアス ー 現 A A A で月 集長、ロータス 現日本 I で ー

テ ング 者を め、2000 年に ア ト ー ・アイテ を 業。 の後、

を てアイテ デ ア 代表 長に 。201 年 月に 業 もない

ロ 現ス ートニュース に し、 シニア・ イス・プ

デントとして、ス ートフ ン用ニュースアプリ の デ ア 業開発

を 。現 は、 の 業の からは いたが、フェローとして のプロ ェ トに

わ ている。 
 

とは 
2019 年 2 月に 界 で 000 ンロー を したニュースアプリ。 をは

めとする のニュース デ アと し、ニュースの提供を て に表

しており、1 日あたりに ニュースは におよ 。表 するニュースを のは人

ではな 、 ト で にな ているか かな の をもとに AI を活用したアル

リ ムが している。 
 

 

2020 1 1  
 

現 、AI を活用してニュース しているス ートニュース のフェローである

に、 デ アの 界を として、AI をとりま 業界の現状やこれからの見 し、お

よび必要とされる人材像に等ついての考えを か ていた いた。 は、 の や

の視点からの 人 な見解であり、ス ートニュース の な見解ではない。 
 
以下、ヒアリング  
AI
AI を活用する 代、さまざまな を 人がいる。これから でかなりの で め

られる人材は、エン ー ー企業が必要とするエン ニアリングに長 た人と えるで

あ 。 れはこれから れ の がいてもま りないと われる。 の視点で

と、これから められる人材像で 要なのは、AI とい テー の中で、提供されている技

術や 、サー スを の 業のために わ て、 業に活用してい る人とい こ

とになるかと 。 
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れは、 ー を いて、 からものを てい とい とい ことは、たとえ のよ

な のよ な、 ニー スを り すことを スにしている にと てはと

ても 要であるが、多 の企業は、ま は、 を て、 のとこ にたま ている

の情報を するとか、情報がたま ていないのであれ 、ためるための を らな

いとい ない。たとえ 、 れを して、 れらにもと いた 要の方 を の

開発、サー ス開発に び てい 。今、 ラ とい が にな て、 す

るための は ラ で よ なものが に ている状 なので、 れらを

のために からつ りなおす、つまりタイ や を 発明する 代ではな 、 れは供

されているものを ま て な を すかとい ことが 要にな て る。た

さ ある とに の さまざまなニー があり、 の を て れる

ー ーは、今 ているのか、 に が しいのか、今後 を提供したら て れる

のか、とい よ なデータを てい 。 
 

は、 ではな 、こ すれ いい と て れた人がいたかもしれないが、 れ

は今はデータによ て 明されないとい ないし、データを して、 の を さ

な れ ならないとい ことが 業で められている。 業な もデータによ て

に の を ていかな れ 立ちいかないことにな て ている。 
 

な人材が しいかとい と、 ラ によ て、ある部 、 が ロから らな て

もよい 代にな て ているが、 のよ な を て、 に ま あわ て、

の が めるデータを する、 のデータの活かし方を考えてい 、あるいは り

してい とい よ な人は、 の 必要とされている。 
 

 

これからの 代は、す ての 業が IT 化してい 。とい ことは、エン ニアの 要は、

業 す ての IT 化の に して 発 に大 な てい ので、 この 点をあわ

る であ 。データをためてい 、 するとい この つのこと でも にな

か たよ な が まれている。 
するとい では、 解 ールは からあるが、今では すること は AI

がやるので、AI のアプリ ーション化が急 に進 でい 。 い に AI ールを

てい かではな て、AI が たらよいか、供 されて る AI を した ール

を、いかに ま てい かとい ことが 要にな てい 。 
これは、 ラ でい と、A 、 とい とこ が今、 ち る大 なプ

イ ー と が、 の に、 れ れの が AI の ールを さ 、A や、

ラ で よ なサー ーテ の も て ているので、いかに れらを

に て、 の あるニー に えてい 人材が必要であ 。 

人を育てるとい では大 なニー が まれると し、 からある IT の I も

れらをこなすよ な に多 は り わ ていかな れ なら 、 ロから てい

とい はな な てい 。 ラ があれ 、月 から情報システム部 を り

るよ な がで て ているので、データが も にお る大 な ス

の を すものにな てい 。 れを えるか、 ためられるか、 える

かとい ことが、 の発展してい にお るも とも 要な ー ー にな てい 。

AI は、 大なデータや 大の ー ーを 見てい かとい ことに を発 してい と

。 
 

AI
ス ートニュースでいえ 、日 トの で り されるニュース、 しい を、人

が 部ヒュー ンな で、これは いニュース、これは ないニュースとか、これは

のニュース、これはス ー のニュース たいに、 して してい ても いつかない。

しかも 2 日情報は されてい ので、 方 の で、 ームつ

て、 代でや ても いつかない らいなので、いかに れを AI が人 に代わ て、よ

り なものを ことな 見つ してい かに も 要な を発 してい と考えて

いる。 
 
ンテン ・ の中で、 れが 要な かとか、 れを見 ると人が多 集ま て る

か たいなことは、人 でないとで ないと われて た デ アとい スの も

中 な が、実は、2 日、 も わ に いて れるとい ことも めて、

AI がやれることの としてものす 大 か たとい ことを、ス ートニュースが

の において発見したわ である。 
れは、ス ートニュース でな 、さまざまな業 、あるいは業 の中で れは AI を

活用すると ま い とい ことを発見する 代 と 。 するための は、 業、

業 、さまざまな り において 発 に えてい て、 は AI を てい ものと

い 代に しよ としている。 こでの 要を ま ーデ ートする人 な

がとても大 な ー トにな てい と 。 
 

な ンテン の については、 こもい なアイデアによ てわか て ると

。たとえ ス ートニュースについての詳 は立 に に いので の で と、

では エン ンのラン ングについて、もともとの リ ルな発 としては、

い な人が 考にしているとい 、 リン とい 、い な人が の情報を見るのが

要と考えてリン を ているとい ことが、 に の 用、 が れるとい

アイデア ー ラン に したわ で、 れが の エン ンの大発見の

発点であ た。 
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い のは、ある の なアイデアを めて、い なとこ にあるは で、こ い

にな ているとい 法 をデータから見つ すと、実はこれが もこの業 、この業

の中で 要な発見なの とい ことを、これから い な人 が発明する、発見する

とい 代にな てい であ 。ス ートニュースもある部 、 い の発見をし

たとい こと。 の法 の ターンが えて れ 、 の中で れが であるかもまた AI
が で れるよ になるであ 。 
 

要なことは、 ラ を ことによ て、 の は が いので、100
わないとで ないと たりするよ な がいらな なる。月 から めて、データ

をため ことによ て、発見につながるよ な、 ターンを見い すとい ことが、

でもで るよ にな ている。 
いま、ス ートニュース中でい なプロ ェ トをや ていると に、たとえ 、月

つか て、 の にこ い データをおいて て、い い まわして るとい

ことをや ている。つまり、企業の大小にかかわら 、 でもで るとい こと。 
 

は、 い が えるとい ことを、 の多 の人 が知ることにな て

るので、 れを、 い人たち、エン ニアの人たちに知 てもらいたいし、 えてもらい

たい。 い 人たちが 人とな て、い なデータを集めて ては、 しい発見

を にもたらすとい ことにな て て しい。 
これからは、アイデアや な も大 にな て る。 には、エン ニアとして

なことがで るかとい な発 でな 、アイデアを にしてい よ な リエ

イテ な も必要とな て ると われる。 
 

これまでの、 ーターフ ールのよ な で、大 なものを に わ て り

げないとい ないとい 、人 の の さを とい 代から、 ストも小さいし、

したらまたやり すとか、 とりで、 の いた また しいプロ ェ

トをや て よ とい よ なことがで やす な ているので、トライ エラーとい

ことが たり になる。 いつ でや て たら、す いものを発見してしま たと

い ことが るとい ことをお い め えるよ な 代であることが、育 の人

たちに えていかないとい ない。 
 
人でもで るし、 の ンバーでプロ ェ トを にや てい こともで る。小さ

なものも れるし、大 なものもで る。本 に な がで やすい 代にな て た

ので、 にはま てこ でな れ ならないとい ことはない。 

教える も、 も、 用する も、 い に考えるよ にならな てはい ない

し、 人の も、 な か する必要ないと てあげるよ にしてあげないと

い ない。 い での人をめ る 化 たいなものが、日本でもこれから大

変わ てい ことに AI 代とい のが していると 。 
 

教育に しては、 、 な ールがあ て、 すれ えるかあたりは教えた方が

よいが、あとは、学 が教える を らな れ 発展しないよ にな て ている。教

える を れるよ な が AI と 。人材育 の大 な が変わ ていかな

れ い ない。これまでは にはま た人を として育 して たが、これからは

な 代になり、 な 化を てい るかが大 にな て る。 
の にサーバー お 必要もないので、 、 から て て の人が ている

にも、 人でプロ ェ トを立ち げてあれこれや ているとい よ なことが な

代にな て た。すでに い 人たちはた さ いる。 
 
い な が に が ている 界。これから IT の を た ールが で

て る。A でも でも、 の で IT のサー スを提供しているが、 れら

はますます 化してい 。 すると、こ なことに な大がかりな を て

いのかとい よ なことを でやれるよ になる。 
て ないとわからないとい 界でもあり、 て ないと ー ルが高 えてし

ま ので、教育プログラムで え 、A 、 、A  な を て、こ い

を て よ とい ことを してお で、 こにたま ているとてつもない

のデータから かを して まし とい よ な な発 の実 がよい。 と、デ

ータ ースのス ー を て を て、とい ことであ たが、 れは れで に

たつテー ではあるが、 で大 のデータから かを いたりすることが、あ とい

にで てしま とい をすることは 要なこと と 。 れらは、学 代にや

てお こと と 。 を えて、 にやら て ることが大 。 
 
すでに 大なデータが集ま ているので、 れらを い で、 に がで るかを考えさ

ることも 要で、今では の エン ンと よ な を てしま こと

もで る。 日 たある人は、プライ ートで 界中の テ リの 像を に集

めて たサイトを て スをしているとい を いた。 れは大した もいら

、 あれ で てしま 。アイデア で、 たら な大がかりな

を、 なことに てはい ないとい の があ たかも知れないが、

い のを い れて て にと て面 いものに てよいとい 発 になれれ い

なアイデアが て る。 
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とい 代にな てい であ 。ス ートニュースもある部 、 い の発見をし
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が で れるよ になるであ 。 
 

要なことは、 ラ を ことによ て、 の は が いので、100
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今は、 しい も わ でで てしま とい ことが今の 代の ニー なと

こ で、 れらの のための ー を 人も必要であるが、 は必要ではない。いかに

れらを わ て、 が めるものに を すことに の を発 で るか

とい 人が多 必要とな て る。 
の である デ アの 界でも、今 と大 な でも であるが、 集部がと

てつもな 人が多 て、情報システム部 の人は し とい のが デ アの発展

を しているとい ことが明らかにな ていて、これからは、 集部の中にエン ニアが

いるとい にならな れ ならないと われている。 スの現 に いとこ にエ

ン ニアがいて れれ の スが発展するとい ことが常識にな としている。

するとエン ニアの が に りな なることがわか て る。 
 

、データにもと いて な がで るよ に 者を支援するデータサイ

エンテ ストとい が されていて、 れは 要な位置 と が、

と してい と われる。これまでは 学 な の中に、 を て かめるこ

とがで る が われて たが、今は、ある の 実を発見するのは AI がや て れ

て、データア リストが AI の ールを て大 な情報をい な 点で してい

たいな 代にな て るので、 な ではな な て るよ に 。もち デー

タ するとい からアプロー するとい ことも 要であるが、 はデータを

や て集めて るか、 な で してい かとい よ なこと を ーデ

ートで るよ な人が められる。 
 

データを や て に変えるかとい ことが 要とな て るが、データはお さ

な の人に するデータが中 にな て ると われるので、 のデータを い

に るかな 、データを リテラシーも 要とな て る。 明も に にデータを

集めて てしまえ 、 に になるので、 い 教 とい かリテラシーも わ

れて ると われる。 
 
集めるデータの中には な情報もますます えてい と われるので、 れらの 識な

データを てい ことの は高ま てい 。これは法 度 にも であるが、

に られるかな 、い な 点で の考え方をあらためていかないとい な

い。これは の の人たちにも必要であるが、エン ニアにも必要とな て る。 
これからは人も企業も しい 代の しいリテラシーを学 でい ことが必要とな てい

であ 。  

  ラス ト代表  
 

名   ラス ト    
代表     
立   199 年 10 月 2 日 
本    000  
業     フ ーム ー の活用 T  

      フ ーム ー の活用 A   
      学 ・  実 実 ンサルテ ング 
      テ ニ ル・ ス ンサルテ ング 人 知  
      ー ソフト ェアの企 ・ ・  
      テ ー サー スの提供 

2020 年 1 月 1 日 
 

開発のためには、 ニー の と ス ル 、つまり ー テ ングとテ

ロ ーの が必要 である。日 から な り多 の人と て をするよ

に めている。 の は と が のよ なお や ート ー との からヒ

ントをいた いて開発したもの。また、 して たアイデアを 現するために必要なのが

テ ロ ーに する情報収集。ア リ のエン ニアと で するな 、 に

の や ス ルのリサー にも めている。 
 

の は とい てもス ー 。変化の激しいこの業界において、い ら 要に

した らしいアイデアを いついても に を されてしま ては がない。

は を トーとしているので、大企業が 調 している に、いち 化

を 現することが 。 
 

な人、 しい な人と たい。アイデアの は こに が ているかわ

からないから、AI に ら の中のあら る に のアンテ を り らしている人

がよい。 もいつまでも知 を わない人 でありたいと ている。 
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企業としても 人としても、変わらないことを大 にしてい たい。 なに い をも

て 業しても、企業の 営が して ると、は めの の な ちをいつしか れて

しま 。いつまでも 業した の を れ に日 の業 に り たい。 して、こ

れからも の イ ロソフトで た ン ー を に、 の中に必要とされる

・サー スを提供し てい 企業でありたいと考えている。 
 

AI
学 デルを ースとする多 の テ スト要 ソリューション  

T    の提供開 を発表した。 
な は日本 と を中 に 100 に り、 視する の要 をあげ

るために ューニングすることも 。 T と される 技術を 用して

おり、実 は な 学 フ ーム ー の T  2 1 と T  1 を

用している。 
 

日本は IT を に ていない とい が い。10 年以 も から がでてい

て、IT エン ニアの こに位置しているかについて、日本 が 業 の中 にいない。

の では、 業 の IT 部 にテ ロ ーにも詳し 業 にも詳しい人が必 いる。

今、スタートア プの立ち げの の ンバーは、技術、営業、 ー テ ングの 人。

れらが ていないと しないとい のが 界のト ン 。テ ロ ー では

で、テ ロ ーが の中を変えて、 こで タイ 収 業化 するか、

や て げてい かとい つがないと、 スにならないとい のことである。 
 
日本の企業の情報システム部 はインフラ しかや ていないことが と 。情報シ

ステム部 を して 部業者 している。 れらの人は、 の業 や 業 をわか

ていない。なので、現実 には にあたりトラ ルがた さ こ ている。エン ニ

アは ー を るのは で、でも、 れを 活用するのか、 活用で るのかを考

える方が大 。エン ニアも スについて するために、 れらがわかる部 でも

をする方がよい。 れらの を育てるよ な企業 の変 が められている 
 

の は、 たちの の 開発部 をも ているとこ 。 して日本 で

な グローバル展開して お としている企業を支援している。 れらの は、

が AI を活用しているので、AI をし かり活用していかないと てい ない。 ら変わ

としていて、日本 でな 界に て こ とする企業の支援をしている。 

た 、AI 活用について をいた 企業は、お に して アプロー するか、

サプライ ェーンを でや てい か、な に AI を 用する にやることがあると

える企業がま ま 多い。 
 
像 知ではな 、 像 で であ たり、AI がま 要な も多い。人の

でて ない やス ー を めるとこ で AI が活用とな て る。ま ま ー ーが

を に していないとい ことが今の と 。 
で考えられないことを IT に よ するのが いが、 れが は AI 技術が て た

で、AI あり ではないは 。 を りた て を するなら、バスではな

がいいですよ 。 でいいかもしれない。とい ことで、AI から に考えるから

おかし なる。 
 
AI とは、 ン ュータのソフト ェアである。人 がプログラ ング に、データが

デルを て れるものが AI である。 なるか かはデータ 。 こは人 がが

ても しよ もない。なので は、 なるよ なデータはこれですよとい ン

サルをしている。 
 

デ ープラーニングは、 ースはデータからロ を 。 のためには、 大なデータ

が必要である。 A A はデータを集めている、 れが 大化して な ている。

が I を 収したもの れらの の と 。 業 のものをしたか たわ

ではな 、データが しか たの と 。 
 

で を とするなら、 ープンソースのフ ーム ー を た方がよい。

ではな 、 や な の リ ラ ン ーは、 サー スの A I
を提供しているので、解 したいソリューションが れで であれ れを え よい。

なれ 、AI エン ニアは 要で、アプリ ーションエン ニア でよ なる。すで

に こら中にデータは あ て、サー スも で えるよ にな ているので、

れで ソリューションもた さ ある。 れらで な もた さ ある。企業が を

したいかによ て ールを よいとい ことである。 
 
AI エン ニアとは を しているかとい ことにもよるが、AI の を る人を AI エ
ン ニアと のであれ 、 を では AI エン ニアとは ない、 れはア

プリ ーションエン ニアである。 に しても を な でもよ 、 A A で

もよいし でもよい。 
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AI
日本の AI に する 開発 がや と 0 らいついたが、 や中 は 1 000
を えていて タ い。 で てる がしない。 こにお を らいなら、あ

るものを とい 用 た方が と 。 の の でい と、日

本は と な て、今や中 は を えている。日本では学 ないので 学した方がよ

な ているのが現状。日本は、 は で、 用に す と える。 
界の AI 人材は、年収 000 が である。 部の IT 企業でも 高 の年

収 2 000 000 で し、 企業とも える報 度で している。しかし

れ の を支 える企業が れ え、 れ をあげられるかは である

とも える。 
 
AI 業界での人材ニー は高いと 。 のサー スは、ますます デ テ 化して

い が、 リ ラ ン ーが提供するサー スでは りないことがある。

リ ルの に AI を 用して かをしよ と考えたと 、 なデータを活用する

ことがで ない がある。 
たとえ 、 プの において がある を見つ すよ な な が

である。 で学 をさ る を てい 必要がある。た 、 リ ラ

ン ーも、 のよ な スタ イ に で るよ にな て ている。 
 

AI のサー スは、ますます に多 多 なことに で るよ にな て るが、

すると、 れらを支える 技術を知 ている人が て る。 れらの 技術や

を知らないでも れるよ にな て ると、要は今から は れないとい ことに

なり、 は の企業に えられた で、 ー ーの立 にな てしま 。 
 
小学 のプログラ ングも まるが、 がやりたいか見えない。 もわから 、

が でよいのか、とい ことを している。小学 の教 の でもある。今用

されている ール ではな 、な プログラムとい のが必要なのか、 い なの

かとい よ なことを知ら に教えて、 が なのか。 ン ュータの 明 は、要

とに ー ェアをつ ていた。 もなか た。ソフト ェアがなか た。 ン

ュータを たお さ が業 アプリ ーションを ていた。 な 代のことは、今は

とな ているが、 の の技術や発 はとても大 なのではと 。 
たとえ 今では 学を学 な てもアプリ ーションは開発で るよ にな ているが、

れらの を知 ていないとで ないこともある。 の ン ュータにおいて

も、実は から る。 代は 本に ても ている もある。 には 学

が必要で、 ン ューでは 学も必要。す ての人に れらが必要であるかは な

ので、 から学 人と、 用から学 人、人材育 については、 方用 して、 るよ

にするのがよいのではと考えている。い れにしても業 の知識は必要である。 
 
AI
これから AI 業界のエン ニアになるために、ま は、デ ープラーニングライ ラリであ

る T テンソルフロー や、 T イトー は えるよ にな てお

ことがよいと 。 
ュニテ 活 も活発にや ているから、い な のエン ニアも しているの

で、 れに したり、エン ニア の集まる に を すことも大 。 
れら以 については、 大学大学 の が 長を める 法人日本デ

ープラーニング が実 している がある。 れらを 考にするのがよいので

はないか。 では、デ ープラーニングに する 知識を有し、 な活用方 を

して 業 用する を つ人材 ェ ラリスト を する と、デ ープラー

ニングの を 解し、 な 法を して実 する を つ人材 エン ニア を

する がある。 
れ れ たシラバスがあるので、 れに て教育 をたてたり、 学 の

たちは、 れらの に た を教える や 者が実 する ーや

を することがよいのではないかと 。 
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して 業 用する を つ人材 ェ ラリスト を する と、デ ープラー

ニングの を 解し、 な 法を して実 する を つ人材 エン ニア を

する がある。 
れ れ たシラバスがあるので、 れに て教育 をたてたり、 学 の

たちは、 れらの に た を教える や 者が実 する ーや

を することがよいのではないかと 。 
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  、   AI 代表  
 

名   AI  
代表     、   
立   200 年 2 月 2 日 業 2001 年 月 1 日  
本    2 000  
業   ・システム開発 活 システム を IT 化 

・データ ース化 データな を やす データ ース化 
・データ   トル を見つ て を やす データ  
・ 化 進  化による な をつ る サ ート 

2019 年 9 月 9 日 
 

は 業して 20 年 らい が、 、大 企業中 に していたが、 小さな

にも し、 な にも IT を するとい ことをや て た。ここ 年、

のサイ に な 、 に な 、 な にも で ている。中小企業に

している中で、 や て IT を して、 化、 、 方 を や

て実現してい かと考えたと に、い つかの があ て、 つは、 営者が本 に 営

をしていないとい ことが 本 な であることにい ついた。 
中小企業は、 なで 方 で、現 に を げしている 営方 が多い。 営

者は現 に なよ にやら ている。 すると、 にな てしま 。大

らいのまま いているよ な 。 であ がサー ス業であ が である。  
 
中小企業は、本 は で を げて、 もし、 にも し、 かつ し

つでも発展す と考えている。しかし、現 げの 営をしていると、 営の ース

となるのが とい ことになる。つまり、 い をいかに してまわすことが、

の になり、 にな てしま ていることが多い。 すると、IT は、

の 、 の にな てしま 。とにか い 者を たり、 めないよ にするため

に にやら れ いいとい ことになり、 、現 となる。 
 
業 がよ な て ると、人 の では らな なり、 こでは めて IT を すること

を考えるよ になる。 な れで に が て、 を いて ると、 いたい 営が

ま い ていないことがわかる。現 に げ にしているので、 人が多 になり、

の人は めな て、 業もた さ している。 して められてしま と大 な があ 。 
 
れらの のために IT を して、 方 の れに て、 も し、 業も

らして、 を して、 が していかな れ ならないが、 い ことを考える

営者が、ま ま IT を活用する 識にな ていない。 
 

こで、 は したらよいか考えた に、システム には に な れ なら

ないと考えた。 に ーターフ ールといわれる開発方 では、要 や や開

発な の があるが、 れをや ていると 年から 1 年とかも とかかる。中小企業の

中には れらがで る人はいないし、 営者は ュ ントで見 られてもわからない。

こで、 ものを見 、す に にこ つ るよ にした。 
 
中小企業では、IT が部 な ールとして ているが、シーム スな概 なデータ

ースが つでつなが ているよ な にな ているよ な が ない。シーム ス

システムが されていて、 れを ま 活用している が見たことがない。情報の ス

ター化がで ておら 、さまざまな情報に ー を ていなか たり、 ていても

していたりして、 スター化するのが となる。 
 
中小企業の IT について、 ールによ て れに 化した を人が よ な

ではな 、 がい システムを めている。 れらは、人 の をシステムで

シーム スに 化し、 ールである に て が か て し、より 度が

あがるよ な 営スタイルに変えてい である。 れらには、ま 見える化の

開発と システムを 解していた 、 さ るとデータがたま て るので、

れを して業 A をまわす。これらによ て中小企業の 化かつ ア プ

をめざし、 を めて 面の お 立ちしたいとい いでや ている。 
 
AI IT
年から AI に り めた。中小企業の業 のデータは現 にたま ているので、 れ

を ま 活用して、人 ではわからない業 の知見を こから しよ と

た。しかし、 ー ェアの面や 度の な があり、中小企業のもつデータをもとに、

業 A につなげるロ がま で ていない。い い てや て たが、

今の 度 と、ま 学 なデータ の方が いと ている。 
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のサイ に な 、 に な 、 な にも で ている。中小企業に

している中で、 や て IT を して、 化、 、 方 を や

て実現してい かと考えたと に、い つかの があ て、 つは、 営者が本 に 営

をしていないとい ことが 本 な であることにい ついた。 
中小企業は、 なで 方 で、現 に を げしている 営方 が多い。 営

者は現 に なよ にやら ている。 すると、 にな てしま 。大

らいのまま いているよ な 。 であ がサー ス業であ が である。  
 
中小企業は、本 は で を げて、 もし、 にも し、 かつ し

つでも発展す と考えている。しかし、現 げの 営をしていると、 営の ース

となるのが とい ことになる。つまり、 い をいかに してまわすことが、

の になり、 にな てしま ていることが多い。 すると、IT は、

の 、 の にな てしま 。とにか い 者を たり、 めないよ にするため

に にやら れ いいとい ことになり、 、現 となる。 
 
業 がよ な て ると、人 の では らな なり、 こでは めて IT を すること

を考えるよ になる。 な れで に が て、 を いて ると、 いたい 営が

ま い ていないことがわかる。現 に げ にしているので、 人が多 になり、

の人は めな て、 業もた さ している。 して められてしま と大 な があ 。 
 
れらの のために IT を して、 方 の れに て、 も し、 業も

らして、 を して、 が していかな れ ならないが、 い ことを考える

営者が、ま ま IT を活用する 識にな ていない。 
 

こで、 は したらよいか考えた に、システム には に な れ なら

ないと考えた。 に ーターフ ールといわれる開発方 では、要 や や開

発な の があるが、 れをや ていると 年から 1 年とかも とかかる。中小企業の

中には れらがで る人はいないし、 営者は ュ ントで見 られてもわからない。

こで、 ものを見 、す に にこ つ るよ にした。 
 
中小企業では、IT が部 な ールとして ているが、シーム スな概 なデータ

ースが つでつなが ているよ な にな ているよ な が ない。シーム ス

システムが されていて、 れを ま 活用している が見たことがない。情報の ス

ター化がで ておら 、さまざまな情報に ー を ていなか たり、 ていても

していたりして、 スター化するのが となる。 
 
中小企業の IT について、 ールによ て れに 化した を人が よ な

ではな 、 がい システムを めている。 れらは、人 の をシステムで

シーム スに 化し、 ールである に て が か て し、より 度が

あがるよ な 営スタイルに変えてい である。 れらには、ま 見える化の

開発と システムを 解していた 、 さ るとデータがたま て るので、

れを して業 A をまわす。これらによ て中小企業の 化かつ ア プ

をめざし、 を めて 面の お 立ちしたいとい いでや ている。 
 
AI IT
年から AI に り めた。中小企業の業 のデータは現 にたま ているので、 れ

を ま 活用して、人 ではわからない業 の知見を こから しよ と

た。しかし、 ー ェアの面や 度の な があり、中小企業のもつデータをもとに、

業 A につなげるロ がま で ていない。い い てや て たが、

今の 度 と、ま 学 なデータ の方が いと ている。 
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さらに AI につなげてい たいとい ちは いが、ま 業 100 人以下の中小企業と

AI の には、と でもない があるよ に 。IT との すらま ま ある。IT
では とつながることは な 、実 、IT で を げても を まないとい こと

がい な面でわかり、 れでは 、人を らさないと があがらないとい ことにな

る。 すると、 営 を変えないとい ないことがわか た。 こで、 中小企業の

営者は 営をや ていない とい 考えにな た。 
中小企業のこれからの 営者は、IT 営を ち とやる であるとともに、IT で 化

することによ て スト さ るとい こと では で、本業に IT を して

ち と に変えないとい ないことに いた。さらに、IT をも とも に活かす

ために、本業を変えてい とい 概がないと、中小企業にはこれから がないのではとい

ことを ている。 こで、 IT を提 している。 システム化を たり、

ストの見 を変えてい たり、 れらは のデータを見て していこ とい もの

である。 
 
AI
AI について と、AI を のために て活かしてい のかとい とこ の明 化が必要

である。 こは、エン ニアにと てはやりがいともつながるとこ であるが、下 をする

と、AI は ラ ス なとこ が 、データを りこめ がや ても え

がでて るので、AI に するためのデータの にな てしま 。エン ニアとして、

は の の に立つのかとい のが にこれから れが大 になる 代 と 。

今までは、 に れ 、 があれやれこれやれと て れた 代 たので、 れは

イ なこともある 、 たとも える。これからは に をもち、 から

してやらないと、 でない人は必要がな な て る。 
 
学 でのエン ニアの育 に して、 が める人材となるためには、ま は の現実

を えることが必要ではないかと 。 営とは かを知らないと 営者になれないし、

や の 営者に して提 もで ない。 営者になる でも、 とい ものが い

で しているかを知らないとい ない。 
実 、中小企業の 営者に ストの 識をしているかと と、 と が でないと

。 ストがわからないと もわからない。 はお が て るからわかるが、

はわか ても がわからないと か ているのか かがわからない。今日、 を す

と て を める人は ない。 
の や、お に して、 、 、 ストがあ て、 ストにはこ な があ

るとい よ な の はし かり知 てお である。 ストの がわか

ていないと、 も にはで ない。 れ をあげるために、 れ す

るかとい しい がで ない。 

お の業 は、い つかの ターンに かれる。 れらを学 代に しは知 てお

と 。たとえ 、 業なら な で り立 ているのか、 発 のこととか、

日本の とか、現 の スの れのよ なものを知 てお ことが大 である

と 。 
 

日本の中小企業の は、 界 に見てもものす 多いが、 の多 は が い。 れ

らの解 のために IT や AI の活用が望まれるが、 ではない。たとえ 業で、

査を人の で見てや ているのを、AI を て 像 識で ェ をしたいと

されたが現実 には しか た。AI を と れ らい かを考えるに 本 に

ストがあわない。立 に して、 方 からの 像では 査で ないし、デ ープラーニ

ングさ るには、多 の を さ て学 さ ることが必要となるが、 も も

は 多 はない。 、 の ェ よりは、 を さない方に ーをか

た方が であることになる。これらのよ に、本 の は かとし かり しない

と がな 、業 の ではな 本業のてこ れが であると る も多い。 
 
業 は、い なシ ュ ーションをや て て、や て ないとわからないことが多

い。たとえ 、ム な があるから、AI で とかならないかとい を るが、ま

は がたてられないことが多い。ム に見える も現 の人 にヒアリングして

ないと、本 にム か かがわからない。 の と の の 方を に見な

いと、 、人 らしをするのがよいと してしま ことになることが多い。 
 
AI
AI の人材を育 するには、 学の をし かりや てお ことが望まれる。AI こ 学

をし かり 解しておかないとい ないと 。 、 、 代 は必 。デ ー

プラーニングはな するのかとい のがわか ていないと有 に えない。 学の

が必要かとい と、たとえ なら、 の について、 方法ではな 、 れが

い で を表わしているのかがわか ていることが必要。 にしても、 えてい

る では がな 、 の がわかると面 さが見え、 用で る が見えて るこ

ともある。学 代の 学の をやりなおすのではな 、 の中での活用を知るとい た

。 学 いの学 でも、 をもつ か を てあげると、はまる学 もいる。 
学についても知 てお ことが望まれるが、要は教え方が大 にな て る。 
に しても 。AI を活用のための の 法 えてもあまり がない。アル

リ ムやプログラ ングについて の を学 方がよい。AI ではない。

に えるとい ことで、いま しているが、 て えない もあるし、この ま

た しい が て るかも知れない。 
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今や 営は、 学でやる 代である。 か ている は な 学 に 営している。 
ち と 営のことがわか て、IT がわか て、AI の 本 らいがわか ている。 い

立ち位置で して れ 営者は かる 。 の 営に しするまではいか

ないにしても、ま は のよ な 部のサ ート企業とのインターフェイスがで る

でも はある。 
 

は、 を り立ちで るよ に育てて 業さ る考えをも ていて、 業の支援もし

ている。 のや ている中小企業支援のやり方は、た こもや ていないと ので、

方にも げてい た て、 れを 者にや てもらえないかなと考えている。 域を活

さ るには、 の 域の企業がし かり立ち がり、 して大 なれ 用が まれる。

IT を活用して 域 や 方活 を り、 業 のものも IT の 面で支援してい たい。 
 
 

 

 
AI 業界の 名の有識者から、多 な視点でインタ ューさ ていた 、業界の現状と人

材像について な情報をいた た。視点は異な ても の も多 、 れらについ

て以下にまとめる。 
 
AI
AI は から、さまざまな で活用されるフェー に り、 の や活用 は

発 に大 が ている。AI を活用するために多 の知識や高い技術は必要な なり、

すでに用 されている ールを で 用 な がで ているが大 している 
のアル リ ムは ープンソースで提供されていて、システムを ロから らな て

もよ 、提供されている を に ま あわ て、企業 が めるデータを

り したり したりして、 のデータの活かし方を考えてい 代となり、 れらを

人は の 必要とされている。 
 
さらに、AI のソリューションは、サー スインしたあともデータを学 し て、 ラ

ータ調 をしてい ことでさらに が されてい ので、AI は してからが 要な

であり である。集められたデータを して、 の を し、 しい発見を

にもたらす が 要となる。 れらに必要な人材は に必要とな て る。 
 
れらの の中で 要なのは、高い技術 よりもアイデアである。 こに AI を か、

こを業 や 化するかとい ことが 要となる。また、い ら らしい ールが

用 されていても、解 す が明 にな ていないと はない。解 したい 本

な は なのか、AI 技術が えるか かの も 要であり、AI が 用で るよ な

の 解がち とで ているかとい ことや、AI を のために て活かしてい の

かの明 化が必要となる。 
 
に して AI ールを かとい 点において、 らめ が必要で、 の か で、AI

が に すイン トを 大化することがで る。 
 

AI 業界で活 する人材は、これからますます必要とな て る。多 の人材が必要なのは、

企業が必要とするエン ニアリングに長 た人である。必要なデータをためるための

を り、用 されている ールを ま て情報を し を る人。 
エン ニアとして なことがで るかとい な発 でな 、アイデアを に

してい よ な リエイテ な を えている人が必要である。 な がで や
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す 、 れらこ が必要な 代にな て たので、 にはま てこ でな れ ならないと

い 識では 用しない。 
また、 ー テ ングとテ ロ ーの も必要 であり、 営のことがわか

て、IT がわか て、AI の 本がわか ている人が今後ますます必要となる。AI に ら

の中のあら る に のアンテ を り らしている人が ましい。 
 

AI
でも に える ールが ているので、 れらを て を かすとい ことが

要とな て る。A 、 、A  な を て、こ い を て よ と

い ことを実 してお である、 れらはすでに でも こからでも で 用で

る が ている。 こにたま ている大 のデータから かを して よ と

い よ な な発 の実 をすることが ましい。実 、業界で 用されているデ ープ

ラーニングライ ラリである T テンソルフロー や、 T イトー

な を てい な をしてお ことが められる。 を えて、 にやら

て ることが大 である。 
 

が教えるとい 教育ではな 、 に とした と える で、あとはグループ

ー で、学 が、データを 集めて て、 したら がでるのかを考え、

後にプ ンして するとい 学 が ましい。ス ルを 活用してい ことが

大 で、 のためには の発 と びつ て活かすよ な、 で考えるとい 教育

がこれからの AI 代には 要となる。 
 
AI の 界では、実 されない もた さ あり、 で わることも多 ある。トライ

エラーとい ことが な 界なので、 れらを り しながらや てい ことが大

となる。 な か する必要ないとい しい ル ーを てい ことが大

である。 
 
IT に する 技術知識や 学の知識な も必要である。学 代の 学の をやりな

おすのではな 、 の中で 活用されているかを知るとい た で、 し をも て学

ることが大 である。 
 
AI ールを進化さ る技術の をするには、 、 、 代 な の 学知識

は必 である。 
ではな 、 の スの発展のために、 スの現 に いとこ に 置される

エン ニアについては、 営の知識や の知識、さらに業 の知識や の知識も

必要となる。 

エン ニアとして、 は の の に立つのかとい 識をも て学び、 をす

ることがこれから大 になる 代である。 
 
また、データを 情報 ュリテ や情報リテラシーも 要とな て る。 
 
い れにしても、これまでの常識とは異なることも多 ある 界であるので、学 の人材育

を 教 の育 から見 す必要があると われる。 法人日本デ ープラーニ

ング が実 している に した教育 も 考にすることもで ると われ

る。 
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